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Researches were done to discover the cause of the‘‘blackening“of canned pineapple  

Of Ryukyuislands which occurrence，VaSt andwide，WaS ratalto the commercialvalue  

Of the product．It was found that theblackening was entirely due to the fomation of  

Stannic（stannOuS）sulfide from sulfite which wasincludedin sugar used for preparatiorl  

Of the product．  

要  

沖縄産パイナップル橙詰の連の内面が黒変し，その商品価値を失うと云った事故が大量に発生  

した．   

その原因を験討した態果，加工に用いられた砂糖巾に亜硫酸が存在し，これが原因で磁の内面  

に硫化スズを生成し、橙材が黒変した零が明らかになった．  

1．緒  

昭和39年10月製造の沖縄パイナップル族譜の経の内面が異変し，その商品価値を失うと云った  

事故が大量に発生した．   

その原因の調査依轍を現地より受けたので，その籍果を報告する．  

2．受領した試料   

1．3号絃に充められたパイナップル詮詰  

2．製造に使用した砂糖  

3．加工に用いられた水  

3．実験の部   

1．確  認   

供試棒詰の内面は明らかに黒変していた．従って此の内容物を別の新しい雄議を用いて禿め変  
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え試験を行ってみた．  

結  果   

傍注にて製造せるパイナップルRepack試料擢詰は，明らかに翌日開雄で元の橙に比べるとや  

や軽度ではあるが事故捷と同様に異変現象が現われていた．  

2．確  認   

送附された砂糖を用いてPH3．5の人工注入液を調整し新しい碇を用いて繊諸試験を行って見  

るに，A群の砂糖液では異状は認め難い‾が，B群の砂糖液では僅かでLはあるが黒変現象があらわ  

れた．  

3．化学分節  

化学分析詰果は以下の通りである。  

Tablel Results of cllemicalanalysis．  

（1）Titratable acidity（citric acid）  

（2）CollCentratiops－Qf nitrate頑rqgenin  

canned water  

（3IConcentrationsof sulfurous acid  

Sugar A  37p．p．m．  

Sugar B  79p．p■m・  

Waler  l、r．  

Canned pine apple 25p．p．m．  

（4）lron contentsin canned pine apple  2．7p．p．m．  

（5）Tin contentsin canned pine appl｛  123p・p・m・   

4．結  

限られた試料につき，早急にその原因を究明する必要があった為，やや粗雑な試験となった  

が，確認試験茅2項で明らかなように，その内春物中に樺材を異変化せしめた何らかの物質の存  

在した事は事実であり，化学分析的検討を加えた結果，加工に用いられた砂糖（B）中に並硫酸  

が79ppmも含有されており，これが療因で註のI勺而に硫化ガスを生成し二 橙材が黒変したことが  

明らかになった．  
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